
















































配を 5℃と設定し，上記と同様の計算によって求めた固有振動数の変動幅は 0.1Hz 以下の微小量
であることを確認した．  
第4章では，実現理論のひとつであるERA(Eigensystem Realization Algorithm)を，近接固有
値を有する構造系の振動特性推定問題に適用し，その有効性と精度の評価を行った．実現理論に
よる近接固有値の分解能を評価するため，近接固有値を有する２自由度系の衝撃応答と常時微動
応答を用いた数値解析を実施した．その結果，振動数と減衰定数に対して精度の高い推定が可能
であることが確認できた．さらに本手法を実在する吊床版橋３橋の衝撃加振試験の実験結果に適
用し，いずれの橋梁においても低次の振動数を精度良く推定できることを確認した． 
第5章では，全体を総括するとともに，成果の課題を抽出し今後の展望について述べた． 
 
